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January 8th, 2025 
 

DynabookノートPCの選択的処置が必要と分類される部品。 
 

欧州WEEE指令（廃電気電子機器（WEEE）に関する欧州議会および理事会指令2012/19/EU）に基づ

き、選択的な処理が必要な部品（dynabook Pモデルを含むが、これに限定されない）の特定および除

去方法についてご説明いたします。 

 

このレター内で提供される全ての指示はdynabook Pメンテナンスマニュアル内でさらに詳細に確認で

きます。 

免責事項  

• お客様自身での修理により発生した、破損、故障、その他の障害については、当社は一切の責

任を負いません。 

• 修理、部品交換にあたっては、必ず当社指定の部品を使用願います。指定外の部品の使用は、

動作不良のみならず、火災等の重大な事故につながる危険性があります。指定外の部品の使用

に伴う不具合については、当社は一切の責任を負いません。 

お客様自身の修理の注意事項 

《修理を始める前に》 

‒ 本コンピュータに接続されたすべての周辺機器をはずし、バッテリーで動作させ、バッテ

リーが完全に放電してから作業を開始してください。バッテリーが完全に放電すると、電

源ボタンを押しても電源が入らなくなります。バッテリーが完全に放電されていない状態

では、電源をオフしていても機器内部には電源が供給されており、この状態で分解する

と、感電やショートによる火災等の恐れがあります。 

‒ バッテリーの完全放電直後は機器の内部が熱くなっています。十分に冷えてから作業を行

ってください。 

《修理にあたって》 

‒ 必ず、本マニュアルを読み、指定された方法で修理願います。 

‒ 本コンピュータの内部には精密部品があり、静電気を受けると破損します。静電気対策を
施してから作業を行ってください。 

‒ 本コンピュータの内部には鋭利な部分があります。ケガをしないようご注意ください。 

‒ 本マニュアルまたは Dynabook に指定されたものを除き、基板上の部品や端子を触った
り、押したりしないでください。 

‒ 交換用のバッテリーは充電されています。変形させたり、力を加えたりしないでくださ

い。交換用のものを含め、バッテリーを放置しないでください。安心してお使いいただく

ために」、「取り扱い説明書」を必ずお読みください。 

‒ バッテリーに膨れや漏液のある場合、ご自身での修理は行わず、サービスセンターに修理

を依頼してください。 

‒ 膨らんだり、変形したバッテリー、傷のついたバッテリーの再利用は絶対にしないでくだ

さい。 

‒ バッテリーパックの取り付けや、カバーを取りつける際は、バッテリー部にネジや異物が
無いことを確認してください。 
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‒ 取り外したバッテリーの分解は絶対にしないでください。 

‒ LCD の交換に際し、ガラスが割れた場合はケガや液晶の流出にご注意ください。中の液晶
が手などについた場合は、15分以上洗い流し、異常を感じた場合は医師の診断を受けてく

ださい。 

‒ カバーをする前にすべての部品が正しい位置にあり、ネジの締め忘れや異物が存在しない

ことを確認してください。 

‒ ボタン電池を搭載している機種は、交換用、交換後のボタン電池にお子様やペットが触ら

ないよう注意願います。万一、飲み込むと重篤な事態を招きます。飲み込んだ場合は速や

かに医師の診断を受けてください 

《修理後の確認》 

‒ 交換した部品は自治体の規則に従って処理してください。バッテリーは放電した状態でも

一般ごみとしては絶対に捨てないでください。 

‒ 交換した直後のバッテリーはそのままでは使えない状態となっています。ACアダプタを接

続し、一度充電してからご使用願います。 

必要な器具 

dynabook Pの内蔵部品取り外しにはDynabookメンテナンスマニュアル第1章に記載の以下のような器

具が必要となることがあります。 

作業者および周囲の人の安全のためにも静電気放電装置(ESD)を使用することが大切で、この装置の
使用により、修理の成功率の向上と、部品の損傷や破壊による費用を節減できます。分解および組み
立てには以下の器具が必要です。 

■  0番ビット・プラスドライバー(薄型ネジ用) 

■  1番ビット・プラスドライバー(上記以外用) 

■  マイナスドライバー(CPU取り外し用) 

■  ピンセット(ネジ取り出し用) 

■  ESDマット(作業机や床に敷く) 

■  ESDリストストラップおよびヒールグラウンダ 

■  静電防止カーペットまたは床 

■  静電気敏感エリアでの空気イオン化装置 

■  アンテナケーブル取り外し治具 

■  放熱グリス用注射器 

 

Table of Contents 

• (Page 3-4) リチウムイオンバッテリーの取り外し (メインバッテリー、RTCバッテリー) 

• (Page 5) SSDの取り外し 

• (Page 6-40) LCD, システム基板の取り外し 

• (Page 41-42) ACアダプタと外部ケーブル 

• (Page 43) LCD回路基板  
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1. リチウムイオンバッテリーの取り外し 

 
 

リチウムイオンバッテリーの確認と取り外しについては、以下の情報をご参照ください。詳細なメンテ

ナンス情報はdynabook P メンテナンスマニュアルの1.10章にあります。 この部品の取り外しには、い

くつかの工具が必要です。この部品を取り外した後は、各地域の要件に従ってリサイクルしてくださ

い。 

RTCバッテリーの取り外しには、最初にベースASSYを取り外す必要があります。 ベースASSYの詳細

なメンテナンス情報はdynabook P メンテナンスマニュアルの1.13章にあります。 

 

1.10.1 バッテリーパックの取り外し 

バッテリーパックを取り外すには以下の手順に従ってください。 

 

■ データ保護のため、スタート -> 電源 をクリックし、SHIFT キーを押しながらシャットダウ

ンを選んで電源 LED が消えるのを確認する 

■ AC アダプタと、オプション機器のケーブルを取り外す 

■ ディスプレイパネルを閉じ、本コンピュータを裏返す 

■ バッテリーロックを外し、バッテリーリリースラッチをスライドした状態でバッテリーパッ

クを外す 

図 1-2 バッテリーパックの取り外し 

 

1. バッテリーロック   3. バッテリーパック 
2. バッテリーリリースラッチ 

 

1.15.1 RTCバッテリーの取り外し 

RTCバッテリーの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ RTC バッテリーハーネスをシステム基板のコネクタから外す 

■ RTC バッテリー（RTC MYLAR付き）をカバーASSYから剥がす 

③ 

バッテリーパックを取り外す際に端子をショートさせないように注意すること。同時にバッ
テリーパックを落としたり、衝撃を与えたり、分解したり、ねじったり、曲げたりしないこ
と。 

取り外した使用済みのバッテリーパックは地方自治体の定める条例または規則に従って廃棄

すること。 
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図 1-14 RTCバッテリーの取り外し 

  

RTCバッテリー 

コネクタ 
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2. SSDの取り外し 
 
 

SSDの取り外しには最初にベースASSYを取り外す必要があります。 

詳細なメンテナンス情報はdynabook P メンテナンスマニュアルの1.14章にあります。 

 
SSDの取り外しは以下の情報に従ってください。 下記ネジの取り外しには1番ビット・プラスドライバ
ーが必要です。この部品を取り外した後は、各地域の要件に従ってリサイクルしてください。 

 

1.14.1 SSDの取り外し 

 SSDの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジを外し、SSDをシステム基板のコネクタから外す 

図 1-12 SSDの取り外し 

  

SSD 

コネクタ 

SSDの上や下から押さないように気を付けてください。圧力によりデータ消失や装置が損
傷する可能性があります。 
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3. LCDとシステム基板の取り外し  
 

LCDとシステム基板の他にもWEEE指令の適用範囲となる小さな基板や部品があります。これらの部品

の取り外し方法詳細はメンテナンスマニュアル第1章の各項目を参照ください。 

 

交換手順 

 

1.10 バッテリーパック 
1.10.1 バッテリーパックの取り外し 

バッテリーパックを取り外すには以下の手順に従ってください。 

 

■ データ保護のため、スタート -> 電源 をクリックし、SHIFT キーを押しながらシャットダウ

ンを選んで電源 LED が消えるのを確認する 

■ AC アダプタと、オプション機器のケーブルを取り外す 

■ ディスプレイパネルを閉じ、本コンピュータを裏返す 

■ バッテリーロックを外し、バッテリーリリースラッチをスライドした状態でバッテリーパッ

クを外す 

図 1-2 バッテリーパックの取り外し 

 

1. バッテリーロック   3. バッテリーパック 
2. バッテリーリリースラッチ 

 

10.1.1 バッテリーパックの取り付け 

バッテリーパックの取り付けは以下の手順に従ってください。 

 

■ バッテリーパックを本コンピュータに差し込む 

③ 

バッテリーパックを取り外す際に端子をショートさせないように注意すること。同時に

バッテリーパックを落としたり、衝撃を与えたり、分解したり、ねじったり、曲げたり
しないこと。 

リチウムイオンバッテリーパックは正しく取り付け、使用、取り扱い、廃棄を行なわないと

爆発の危険があります。廃棄は地方自治体の定める条例または規則に従って行うこと。 

Dynabook社が認定したバッテリーのみを使用すること。 

バッテリー端子を目視確認し、汚れがあった場合は乾いた布で拭き取ること。 

取り外した使用済みのバッテリーパックは地方自治体の定める条例または規則に従って廃
棄すること。 
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■ バッテリーパックがしっかりとはまり、バッテリーロックが正しい位置に来ているを確認す

る 

■ 本コンピュータを裏返す 
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1.11 メモリモジュール 
1.11.1 メモリモジュールの取り外し 

メモリモジュールの取り外しは以下の手順に従ってください。 

 

■ データ保護のため、スタート -> 電源 をクリックし、SHIFT キーを押しながらシャットダウ

ンを選んで電源 LED が消えるのを確認する 

■ AC アダプタと、オプション機器のケーブルを取り外す 

■ ディスプレイパネルを閉じ、本コンピュータを裏返す 

■ メモリモジュールカバーのネジを緩める。ネジは紛失防止のためメモリモジュールカバーに

取り付けてあります。 

図 1-3 メモリモジュールカバーの取り外し 

■ 取り出し溝に指を入れてカバーを持ち上げて取り外す 

■ メモリモジュールの左右にあるラッチを開く 

図 1-4 メモリモジュールの取り外し 

  1. ラッチ 2. メモリモジュール 

1.11.2 メモリモジュールの取り付け 

メモリモジュールの取り付けは以下の手順に従ってください。 

コンピュータを長時間使用すると、メモリモジュールやメモリモジュールの近くにある回

路が熱くなります。この場合、交換する前に室温まで冷やしてください。熱いまま触れる

と火傷をする恐れがあります。 

メモリモジュールやコンピュータのコネクタには触れないでください。コネクタにほこり

や汚れが付着していると、メモリアクセスの問題が発生する可能性があります。 

メモリモジュールを強く押したり、曲げたりしないでください。. 

Front 

スロットB スロットA 
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■ メモリモジュールの切欠きをコネクタの爪と合わせ、約30度の角度でモジュールをスロット

に優しく挿入し、両側のラッチがカチッとはまるまで押し下げる 

図 1-5 メモリモジュールの取り付け 

 

  

  

スロットA スロットB 

メモリモジュール切欠き 

コネクタの爪 

メモリモジュール取り付け後、左右のラッチがはまっていることを確認すること 
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1.12 光学ドライブ 

1.12.1 光学ドライブの取り外し 

光学ドライブの取り外しは以下の手順に従ってください。 

 

■ 光学ドライブをとめているネジを外す 

■ 光学ドライブを下図のように引き出す 

図 1-6 光学ドライブの取り外し (1) 

 

■ 光学ドライブの後ろに付いているブラケットのネジを外す 

光学ドライブ内のディスクが取り出せなくなった場合は、ペーパークリップのような細長
い棒(約15mm)を取り出しボタン近くの穴に差し込んでトレイを開けてください。 

 
取り出し穴 

直径: 1mm 
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図 1-7 光学ドライブからブラケットの取り外し (2) 

  

1.12.2 光学ドライブの取り付け 

光学ドライブの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ 新しい光学ドライブを取り付ける場合は ODD ベゼルをラッチで取り付ける 

■ 光学ドライブの後ろにブラケットをネジ止めする 

■ 光学ドライブを差し込み、システム基板に接続する 

  

  

光学ドライブ 
(ODD) 

ODD 

ブラケット 
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1.13 カバーASSY とベース ASSY 

1.13.1 カバーASSY とベース ASSY の取り外し 

ベースASSYを取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ 本コンピュータのディスプレイを閉じ、裏返す 

■ カバーASSYとベース ASSYを留めている以下のネジを取り除く 

■ No.1~10 M2.5 x 6 (No.10 ODDモデル) 

■ a ~ b      M2.5 x 2.5 

図 1-8 ベースASSYの取り外し (1) 

■ 下図のようにラッチを外していく 

図 1-9 ベースASSYの取り外し (2) 

 

■ 下図のようにカバーASSYからベース ASSYを取り外す 

カバーASSY 

ベースASSY 



13  

図 1-10 ベースASSYの取り外し (3) 

 

1.13.2 ベース ASSY の取り付け 

ベースASSYを取り付けるには以下の手順に従ってください。 

■ ラッチ(Latch)をはめながらカバーASSYにベース ASSYを取り付ける 

図 1-11 ベースASSYの取り付け 

■ カバーASSYとベース ASSYをネジで留める 

  

カバーASSY 

ベースASSY 

ベース ASSYを固定する際は、必ず図 1-8 の番号の順にネジを締めてください。 

ネジがしっかりと固定されていることを確認してください。ネジ山やネジ頭に損傷を
与えないようにしてください。そうでない場合は、新しいものと交換してください。 
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1.14 SSD 

1.14.1 SSD の取り外し 

 SSDの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジを外し、SSDをシステム基板のコネクタから外す 

図 1-12 SSDの取り外し 

1.14.2 SSD の取り付け 

SSDの取り付けには以下の手順に従ってください。 

 

■ SSDをシステム基板のコネクタに斜めに挿し込む 

■ SSDを押し下げ、ネジで固定する 

図 1-13 SSDの取り付け 

 

SSD 

コネクタ 

SSDの上や下から押さないように気を付けてください。圧力によりデータ消失や装置が損

傷する可能性があります。 

SSD 

コネクタ 

損傷を防ぐため、常にSSDの側面を持ってください。 

取り付け時にSSDが破壊されることを防ぐために、SSDの中央部を押さないでくださ
い。常にSSDの側面を持ってください。 
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1.15  RTC バッテリー 

1.15.1 RTC バッテリーの取り外し 

RTCバッテリーの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ RTC バッテリーハーネスをシステム基板のコネクタから外す 

■ RTC バッテリー（RTC MYLAR付き）をカバーASSYから剥がす 

図 1-14 RTCバッテリーの取り外し 

1.15.2 RTC バッテリーの取り付け 

RTCバッテリーの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ RTC バッテリー（RTC MYLAR付き）をカバーASSYに貼り付ける 

■ RTC バッテリーのハーネスをシステム基板のコネクタに接続する 

  

異なるタイプのバッテリーに置き換えると破裂の恐れがあります。  

取り外したバッテリーの廃棄は地方自治体の定める条例または規則に従って行うこと。 

RTCバッテリー 

コネクタ 

以下の2つのテストポイント間の電圧範囲を確認してください。適切な電圧範囲は 

+2.94 V ～ +3.4 V の間である必要があります。 

 負極 

正極 
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1.16 ファン 

1.16.1 ファンの取り外し 

RTCバッテリーの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ ファンハーネスをシステムボードのコネクタから外す 

■ 以下のネジを取り外し、ファンをカバーASSYから取り外す (このサンプル図は 1ファンモ

デル用です。2 ファンモデルの場合はすべてのネジを取り外してください。) 

図 1-15 ファンの取り外し 

■ カバーASSYにスポンジが張り付いている場合は剥がす 

 

1.16.2 ファンの取り付け 

ファンの取り付けには以下の手順に従ってください。 

■ ファンをカバーASSYの所定の位置に置きネジ止めする 

■ ファンの FFC をシステム基板のコネクタに接続する 

  

コネクタ 

ファンが1つの場合、カバーASSYに①のクッションを貼り付ける 

① 

ファン1つの場合 ファン2つの場合 



17  

 

1.17 フィン 

1.17.1 フィンの取り外し 

フィンの取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジを外してフィンを取り外す 

図 1-16 フィンの取り外し

 

 

 

■ ファン 1つのモデルの場合、カバーASSYからクッションを剥がす 

1.17.2 フィンの取り付け 

フィンを取り付けるには以下の手順に従ってください。 

■ フィンを所定の場所に置き、ネジ止めする 

  
  

フィンの外観は、1ファンモデルと2ファンモデルで異なります。 

フィンを取り付ける際、必ずフィンに記されている番号の順にネジ止めしてくださ

い。 

1 ファンモデルの場合）クッション（A）を下の図に示すガイドラインに合わせて
配置しします。フィンにくっつかないように注意してください。 
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1.18 USB 基板 

1.18.1 USB基板の取り外し 

USB基板を取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ INSU WLを取り外し、ワイヤレス LANカードのコネクタからワイヤレス LANアンテナケー

ブルを外す 

■ FPC をコネクタから外し、USB基板から剥がす 

図 1-17 USB基板の取り外し (1) 

 

■ USB FFCをシステム基板のコネクタおよび USB基板のコネクタから外す 

■ 下図のネジを取り外し、USB 基板をカバーASSYから取り出す 

図 1-18 USB基板の取り外し (2) 

 

コネクタ 

WLAN Card 

AUX (1) 

Main (2) 

コネクタ 

コネクタ 
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1.18.2 USB基板の取り付け 

USB基板を取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ USB基板をカバーASSYの所定の位置にセットし、ネジで固定する 

■ FFC をシステム基板および USB 基板のコネクタに接続し、FPCを USB 基板のコネクタに接

続する 

■ ワイヤレス LANアンテナケーブルをワイヤレス LAN カードのコネクタに接続する（白いケ

ーブルを「AUX」または「1」、黒いケーブルを「MAIN」または「2」に接続）その後、

INSU WLを所定の位置に貼り付ける 

■ ワイヤレス LANアンテナケーブル引き回し、貼り付ける 

  

USB基板の取り外しや取り付けの際は、必ず下の図に示すように左右側を垂直に持ち、取
り扱い禁止区域には触れないようにしてください。 
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1.19 クリックパッド 

1.19.1 クリックパッドの取り外し 

クリックパッドを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ 以下のネジと ODD FFC ブラケットを外す 

図 1-19 ODD FFCの取り外し (1) 

 

■ ODD FFC をシステム基板から外す 

図 1-20 ODD FFCの取り外し (2) 

 

■ TP FFC をクリックパッドと TP PCB から外す 

■ 以下のネジを外し、TP PCBを下図で示した方向へ持ち上げる 

図 1-21 クリックパッドの取り外し (1) 

 

コネクタ 
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■ クリックパッド FFCをクリックパッドのコネクタおよびシステム基板のコネクタから外す 

図 1-22 クリックパッドの取り外し (2) 

 

■ クリックパッドから AL TAPEを剥がし、クリックパッドをカバーASSYから剥がす 

図 1-23 クリックパッドの取り外し (3) 

 

 

1.19.2 クリックパッドの取り付け 

 

クリックパッドを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 新しいクリックパッドを所定の位置にセットし、カバーASSYに貼り付ける 

コネクタ 

PAD MYLARを取り外すには、カバーASSYから直接剥がす 

取り外したクリックパッドは使わず、必ず新しい物を使ってください。 
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図 1-24 クリックパッドの取り付け (1) 

 

■  TP PCBをセットしてカバーASSYに貼り付け、ネジで固定する 
 

■ TP FFC をクリックパッドおよび TP PCB のコネクタに接続する 

■ クリックパッド FFCをクリックパッドのコネクタおよびシステム基板のコネクタに接続する 

■ 新しい AL テープをクリックパッドに貼り付ける 

図 1-25 クリックパッドの取り付け (2) 

 

■ ODD FFC をシステム基板のコネクタに接続し、ODD FFC ブラケットをネジで固定する 

TP PCBをセットする前に、下の図に示すように両面テープを新しいものと交換してくだ
さい。 

 
TP PCBに下の図に示すように2枚のクッションを貼り付けます。 

 

新しいPAD MYLARをカバーASSYに貼り付ける 
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1.20 スピーカー 

1.20.1 スピーカーの取り外し 

スピーカーを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ スピーカーハーネスをシステム基板のコネクタから外す 

■ スティックテープを開き、スピーカーハーネスをガイドから外す 

図 1-26 スピーカーの取り外し 

1.20.2 スピーカーの取り付け 

スピーカーを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ スピーカーをカバーASSYに所定の位置にセットする 

図 1-27 スピーカーの取り付け (1) 

  

コネクタ 

スピーカーハーネス 

スピーカー 
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図 1-28 スピーカーの取り付け (2) 

 

■ スピーカーハーネスをシステム基板のコネクタに接続する 

■ スピーカーハーネスをガイドの下に引き回し、新しいスティックテープで固定する 
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1.21 システム基板 

 

1.21.1 システム基板の取り外し 

システム基板の取り外しには以下の手順に従ってください。 

■ LCD/Webcam ハーネスをコネクタから切り離し、DC IN ハーネスをシステム基板のコネクタ

から外す 

■ キーボード FPC をシステム基板のコネクタから外す 

■ 次のネジを取り外し、システム基板を慎重に取り出す 

図 1-29 システム基板の取り外し 

 

1.21.2 システムボードの取り付け 

システムボードを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ システム基板を所定の位置にセットする 

1. システム基板は、製造情報の更新が必要なため、お客様は交換できません。サービス

センターに依頼してください。 

2. 交換せず、システム基板を取り外し/取り付けする場合は、取り扱い禁止領域を持たな

いようにしてください。 

 

コネクタ 

コネクタ 

コネクタ 
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図 1-30 システムボードの取り付け 

 

 

■ システム基板をネジで固定する 

■ キーボード FPC をシステム基板のコネクタに接続する 

■ LCD/Webcam ハーネスをコネクタに接続し、DC IN ハーネスをシステム基板のコネクタに接

続し、ハーネスをカバーASSYのガイドに沿って引き回す 
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1.22 電源ボタンと指紋センサー 

1.22.1 電源ボタンと指紋センサーの取り外し 

電源ボタンと指紋センサーの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 右側のディスプレイヒンジを固定している 2つのネジを外し、ディスプレイヒンジを垂直に

回転させる 

図 1-31 電源ボタンと指紋センサーの取り外し (1) 

 

■ 下図に示すようにネジを外し、カバーASSYから電源ボタンと指紋センサーを取り外す 

図 1-32 電源ボタンと指紋センサーの取り外し (2) 

 
 

1.22.2 電源ボタンと指紋センサーの取り付け 

電源ボタンと指紋センサーの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ （指紋センサーモデルのみ）新しい指紋センサーFPC(PW SW FPC)のセパレーター(剥離紙) 

を剥がし、指紋センサーボタン(PW SW BUTTON FRAME)に取り付ける 

図 1-33 電源ボタンと指紋センサーの取り付け (1) 

 

■ モジュールをカバーASSYのガイドピンに合わせ、PW SW ASSYを取り付ける 
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図 1-34 電源ボタンと指紋センサーの取り付け (2) 

 

■ PW SW ASSYをネジで固定する 

■ 右側のディスプレイヒンジを元の位置に回転させ、2つのネジで固定する 
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1.23 DC IN ジャック 

1.23.1 DC IN ジャックの取り外し 

DC INジャックの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 左側のディスプレイヒンジを固定している 2つのネジを外し、ディスプレイヒンジを垂直に

回転させる 

図 1-35 DC INジャックの取り外し (1) 

 

■ DC INジャックハーネスをガイドから外し、カバーASSYのスロットから DC INジャックを

取り外す 

図 1-36 DC INジャックの取り外し (2) 

 

1.23.2 DC IN ジャックの取り付け 

DC INジャックを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ DC INジャックをカバーASSYのスロットにセットし、DC INジャックハーネスをガイドに

沿って引き回す 

■ 左側のディスプレイヒンジを元の位置に回転させ、2つのネジで固定する 

  

  

DC INジャックハーネス 
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1.24 キーボード/カバーASSY 

キーボードはカバーASSYに熱可塑性接着剤で取り付けられています。キーボードまたはカバー

ASSYのいずれかを新しいものに交換する必要がある場合は、新しいキーボードが取り付けられ

たカバーに交換してください。 

1.24.1 キーボードの取り外し 

キーボード/カバーASSYを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

 

■ LCD ASSYとカバーASSYを分離する 

図 1-37 キーボードの取り外し (1) 

 

■ KB MYLAR と USB MYLARを剥がす 

図 1-38 キーボードの取り外し (2) 

 
 

1.24.2 キーボード/カバーASSY の取り付け 

キーボード/カバーASSYを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ LCD ASSYをカバーASSYの所定の位置にセットする  

注: カバーASSYを新しいものに交換する場合 

■ カバーASSYに3枚のAL TAPEを所定の位置に貼り付ける  

キートップが落ちる事があるので、キーボードを取り扱う際は常にフレームを持ち、キー
トップには触らないでください。 

カバーASSY 

LCD ASSY 
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図 1-39 キーボードの取り付け (1) 

■ カバーASSYに2枚のガスケットを所定の位置に貼り付ける 

図 1-40 キーボードの取り付け (2) 

 

■ 新しいKB MYLARとUSB MYLARをカバーASSYに所定の位置に貼り付ける。KB MYLARと

USB MYLAR全体が、四隅を含めて平らに貼り付けられていることを確認すること 

図 1-41 キーボードの取り付け (3) 

 

■ カバーASSYに5枚のガスケットを所定の位置に貼り付ける 

1. GD9C00017D10 

2. GM9044061211 

3. GM9044061131 

4. GD9C00017910 

1 2 
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図 1-42 キーボードの取り付け (4) 

 

■ 新しいPAD MYLARをカバーASSYに貼り付ける 
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1.25 LCD ASSY 

1.25.1 LCD ユニットの取り外し 

LCDユニットを取り外すには以下の手順に従ってください。 

■ 両側のラッチを外し、LCD マスクを LCD カバーASSYから取り外します。下の図に示され

た矢印の順にラッチを外す 

図 1-43 LCDユニットの取り外し (1) 

 

■ ストレッチ（リリース）テープを掴んで LCDカバーから平行にゆっくりと引き出す 

図 1-44 LCDユニットの取り外し (2) 

 

■ LCD ユニットを取り出す 

LCD/Webcamハーネスはユニットの裏側で接続されているので気を付けること 

■ プルテープを剥がし、LCD ユニットのコネクタから LCD/Webcam ハーネスを外す 

LCDマスクを取り外す際は、LCDカバーからあまり持ち上げないこと 

ウェブカメラのシャッターはLCDマスクに磁石で取り付けられているため、LCDマ

スクを取り外す際に失わないように気を付けること 

 

カメラシャッター 
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1.25.2 LCD ユニットの取り付け 

LCDユニットの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■  LCD/Webcam ハーネスを LCD ユニットのコネクタにプルテープとグラステープと一緒に取

り付ける 

 

■ LCD カバーに付いている固定されたテープのセパレーター(剥離紙)を剥がす 

図 1-45 LCDユニットの取り付け (1) 

 

■ LCD カバーの上に LCD ユニットアセンブリ治具（追加）をセットします。以下のように

LCD ユニットを配置する 

図 1-46 LCDユニットの取り付け (2) 

 

■ LCD カバーのガイドの下に LCD/Webcam ハーネスを引き回す 

LCDハーネスを取り付ける際、下図のようにコネクタの左右が同時にはまるようにし
てください。 
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図 1-47 LCDユニットの取り付け (3) 

■ LCD マスクに 2 枚の AL TAPE とガスケットを貼り付ける 

図 1-48 LCDユニットの取り付け (4) 

■ マスクの底側にあるストレッチ（リリース）テープのセパレーター(剥離紙)を剥がす。まず
LCD マスクを LCD カバーの底側に合わせてラッチを留める 

図 1-49 LCDユニットの取り付け (5) 

■ すべてのラッチをかけながら LCD マスクを LCD カバーの上にセットする 

図 1-50 LCDユニットの取り付け (6) 
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1.26 ディスプレイヒンジ 

1.26.1 ディスプレイヒンジの取り外し 

ディスプレイヒンジを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ 次のネジを外し、左側と右側のヒンジを取り外す 

 a: M2 x 2.3 
 b: M2.5 x 4 
 c: M2.5 x 6 

図 1-51 ディスプレイヒンジの取り外し 

 

1.26.2 ディスプレイヒンジの取り付け 

ディスプレイヒンジを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 左側と右側のヒンジをセットし、ネジで固定する 
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1.27 無線 LAN アンテナ 

1.27.1 無線 LAN アンテナの取り外し 

無線LANアンテナの取り外しは以下の手順に従ってください。 

■ 無線 LAN アンテナのインシュレーターを取り外し、アンテナケーブルを外す 

■ 無線 LAN アンテナを LCDカバーから剥がす 

図 1-52 無線LANアンテナの取り外し 

 

1.27.2 無線 LAN アンテナの取り付け 

無線LANアンテナの取り付けは以下の手順に従ってください。 

■ 新しい無線 LANアンテナ（AUX/MAIN）を所定の位置に貼り付ける 

■ 新しいインシュレーター（INSU）を無線 LAN アンテナに 2枚貼り付ける 

■ 無線 LAN アンテナケーブルを下の図のように配置する 

図 1-53 無線LANアンテナの取り付け 

 

  

WL AUX WL MAIN 
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1.28 カメラモジュール 

1.28.1 カメラモジュールの取り外し 

カメラモジュールを取り外すには、以下の手順に従ってください。 

■ FPCをカメラモジュールのコネクタから切り離し、カメラハーネスを LCDカバーから剥がす 

図 1-54 カメラモジュールの取り外し (1) 

■ カメラモジュールのクッションと 2枚の AL TAPEを取り外す 

図 1-55 カメラモジュールの取り外し (2) 

■ カメラシャッターを取り外す 

図 1-56 カメラモジュールの取り外し (3) 

■ カメラモジュールを LCD カバーのスロットから剥がす 

 

  

剥がしたカメラモジュールは再使用不可、交換は必ず新しい部品を使ってください。 
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1.28.2 カメラモジュールの取り付け 

カメラモジュールを取り付けるには、以下の手順に従ってください。 

■ 新しいカメラモジュールから保護シートを剥がし、新しいカメラモジュールを LCD カバーに

貼り付ける 

図 1-57 カメラモジュールの取り付け (1) 

 

■ 新しいカメラモジュールに 2 枚の ALテープを貼り付ける 

図 1-58 カメラモジュールの取り付け (2) 

 

■ カメラシャッターを所定の位置にセットする 

図 1-59 カメラモジュールの取り付け (3) 

 

■ カメラ FPC をカメラモジュールのコネクタに接続する 

■ カメラ FPC のセパレーターを剥がし、FPCを LCDカバーに所定の位置に貼り付ける 
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図 1-60 カメラモジュールの取り付け (4) 

 

図 1-61 カメラモジュールの取り付け (5) 

 

■ その上にクッションを 1 枚貼り付ける 

図 1-62 カメラモジュールの取り付け (6) 

 

カメラハーネスをLCDカバーのガイドに沿って引き回す 
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ACアダプタに付属の外部ケーブル、USBケーブル 

 

ノートPCに付属しているACアダプタやUSBケーブルなどの外部ケーブルは、分別してシュレッダ

ーにかけられます。 

 

ACアダプタに含まれる以下の部品は、有害物質を含む可能性があり、特別な取り扱いが必要です： 

 

• 回路基板>10 cm2 

• コンデンサー > 高さ25 mm 

 

AC アダプタと上記のコンポーネントの写真を以下に示します。 

このノートPCは従来型もしくはUSB connection typeのACアダプタを使います。 

 
 

USB connection type 
    

   

 

ACアダプタ                                            ケースを取り除いた状態の ACアダプタ 

 

 

   
 

ACアダプタ回路基板                                        ACアダプタ内コンデンサー 
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従来型 

 

ACアダプタ ケースを取り除いた状態の ACアダプタ 

 
 

 
 

ACアダプタ回路基板 ACアダプタ内コンデンサー 
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LCD回路基板  

 

LCD回路基板には有害物質が含まれる可能性があり、特別な取り扱いが必要です。  

 •回路基板 >10 cm2 

上記LCDの図面を以下に示します。 

 LCDの回路基板は黄色で囲んだ部分です。 

 

 
LCD背面とLCD回路基板 

 
 


